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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 6 年 4 月 2 3 日 ( 2 0 2 4 . 4 . 2 3 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 鋼 板 を ２ 枚 以 上 重 ね て 抵 抗 ス ポ ッ ト 溶 接 し 、 ２ 枚 以 上 の 鋼 板 の う ち 少 な く と も １ 枚 は 引  
張 強 度 が ９ ８ ０ Ｍ Ｐ ａ 以 上 で あ る 高 強 度 鋼 板 で あ り 、 溶 接 部 を 形 成 す る 溶 接 継 手 の 製 造 方  
法 で あ っ て 、
前 記 引 張 強 度 が ９ ８ ０ Ｍ Ｐ ａ 以 上 で あ る 高 強 度 鋼 板 は 、 質 量 ％ で 、
Ｃ ： ０ ． １ ０ ０ ％ 以 上 ０ ． ４ ０ ０ ％ 以 下 、
Ｓ ｉ ： ０ ． ２ ０ ０ ％ 以 上 ２ ． ５ ０ ０ ％ 以 下 、
Ｍ ｎ ： １ ． ０ ０ ０ ％ 以 上 ５ ． ０ ０ ０ ％ 以 下 、
Ｐ ： ０ ． ０ １ ０ ％ 以 下 、
Ｓ ： ０ ． ０ ０ ５ ％ 以 下 、
Ａ ｌ ： ０ ． １ ０ ０ ％ 以 下 、
Ｎ ： ０ ． ０ ０ ４ ％ 以 下 を 含 有 し 、
さ ら に 、
Ｍ ｏ ： ０ ． ０ ３ ０ ～ ０ ． ５ ０ ０ ％ 、
Ｃ ｒ ： ０ ． ０ ３ ０ ～ ０ ． ３ ０ ０ ％ の う ち １ 種 以 上 を 含 有 し 、
残 部 が Ｆ ｅ お よ び 不 可 避 的 不 純 物 か ら な る 成 分 組 成 を 有 し 、
前 記 溶 接 部 の 熱 影 響 部 に は 粒 径 が 円 相 当 直 径 で １ ０ ０ ｎ ｍ 以 下 の Ｍ ｏ 、 Ｃ ｒ の １ 種 以 上 を  
含 む 炭 化 物 が ５ ０ 個 ／ μ ｍ ２ 以 上 存 在 し 、 前 記 溶 接 部 の 軟 化 部 の 平 均 結 晶 粒 径 が ２ ０ μ ｍ  
以 下 で あ る 溶 接 継 手 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 引 張 強 度 が ９ ８ ０ Ｍ Ｐ ａ 以 上 で あ る 高 強 度 鋼 板 は 、 前 記 成 分 組 成 に 加 え て 、 さ ら に  
、 質 量 ％ で 、
Ｔ ｉ ： ０ ． １ ０ ％ 以 下 、
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Ｎ ｂ ： ０ ． １ ０ ％ 以 下 、
Ｖ ： ０ ． １ ０ ％ 以 下 、
Ｃ ａ ： ０ ． ０ ２ ０ ０ ％ 以 下 、
Ｓ ｂ ： ０ ． ２ ０ ０ ％ 以 下 、
Ｂ ： ０ ． ０ １ ０ ０ ％ 以 下 、
Ｃ ｕ ： １ ． ０ ０ ％ 以 下 、
Ｎ ｉ ： ０ ． ５ ０ ％ 以 下 、
の う ち か ら 選 択 さ れ た １ 種 ま た は ２ 種 以 上 を 含 有 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 溶 接 継 手 の 製 造 方  
法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 溶 接 部 の 熱 影 響 部 の Ｍ ｏ 、 Ｃ ｒ の １ 種 以 上 を 含 む 炭 化 物 の 最 大 粒 径 が 円 相 当 直 径 で  
５ ０ ０ ｎ ｍ 以 下 で あ る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 溶 接 継 手 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 抵 抗 ス ポ ッ ト 溶 接 の 通 電 が 本 通 電 と 後 通 電 か ら な り 、
前 記 後 通 電 に お け る 電 流 値 Ｉ ２ は 、 前 記 本 通 電 に お け る 電 流 値 Ｉ １ に 対 し て 下 記 の 式 （ １  
） を 満 足 し 、 前 記 後 通 電 に お け る 通 電 時 間 ｔ ２ が 下 記 の 式 （ ２ ） を 満 足 す る 、 請 求 項 １ ま  
た は ２ に 記 載 の 溶 接 継 手 の 製 造 方 法 。
Ｉ １ × （ １ ． ０ － Ｍ Ｃ ／ ｍ ） ／ ０ ． ９ ＜ Ｉ ２ ＜ Ｉ １ × （ １ ． ３ － Ｍ Ｃ ／ ｍ ） ・ ・ ・ （ １ ）
１ ． ８ × （ ０ ． ８ － Ｍ Ｃ ／ ｍ ） ／ ０ ． ７ ＜ ｔ ２ ＜ ２ ． ５ × （ １ － Ｍ Ｃ ／ ｍ ） ・ ・ ・ （ ２ ）
【 数 １ 】

こ こ で 、
Ｉ １ ： 本 通 電 工 程 に お け る 電 流 値 （ ｋ Ａ ） 、
Ｉ ２ ： 後 通 電 工 程 に お け る 電 流 値 （ ｋ Ａ ） 、
ｔ ２ ： 後 通 電 時 間 （ ｓ ｅ ｃ ） 、
［ Ｍ ｏ ］ ｎ ： 重 ね 合 わ せ た 各 鋼 板 の う ち 板 厚 が 薄 い 順 に ｎ 番 目 の 鋼 板 の Ｍ ｏ 含 有 量 （ 質 量  
％ ） 、
［ Ｃ ｒ ］ ｎ ： 重 ね 合 わ せ た 各 鋼 板 の う ち 板 厚 が 薄 い 順 に ｎ 番 目 の 鋼 板 の Ｃ ｒ 含 有 量 （ 質 量  
％ ） 、
ｄ ｎ ： 重 ね 合 わ せ た 鋼 板 の う ち 板 厚 が 薄 い 順 に ｎ 番 目 鋼 板 の 板 厚 （ ｍ ｍ ） 、
ｄ １ ： 重 ね 合 わ せ た 鋼 板 の う ち 板 厚 が 一 番 薄 い 鋼 板 の 板 厚 （ ｍ ｍ ） 、
ｍ ： 鋼 板 の 総 枚 数 、
重 ね 合 わ せ た 各 鋼 板 は 板 厚 が 薄 い 順 に １ ～ ｍ 番 目
で あ る 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 抵 抗 ス ポ ッ ト 溶 接 の 通 電 が 本 通 電 と 後 通 電 か ら な り 、
前 記 後 通 電 に お け る 電 流 値 Ｉ ２ は 、 前 記 本 通 電 に お け る 電 流 値 Ｉ １ に 対 し て 下 記 の 式 （ １  
） を 満 足 し 、 前 記 後 通 電 に お け る 通 電 時 間 ｔ ２ が 下 記 の 式 （ ２ ） を 満 足 す る 、 請 求 項 ３ に  
記 載 の 溶 接 継 手 の 製 造 方 法 。
Ｉ １ × （ １ ． ０ － Ｍ Ｃ ／ ｍ ） ／ ０ ． ９ ＜ Ｉ ２ ＜ Ｉ １ × （ １ ． ３ － Ｍ Ｃ ／ ｍ ） ・ ・ ・ （ １ ）
１ ． ８ × （ ０ ． ８ － Ｍ Ｃ ／ ｍ ） ／ ０ ． ７ ＜ ｔ ２ ＜ ２ ． ５ × （ １ － Ｍ Ｃ ／ ｍ ） ・ ・ ・ （ ２ ）
【 数 １ 】
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こ こ で 、
Ｉ １ ： 本 通 電 工 程 に お け る 電 流 値 （ ｋ Ａ ） 、
Ｉ ２ ： 後 通 電 工 程 に お け る 電 流 値 （ ｋ Ａ ） 、
ｔ ２ ： 後 通 電 時 間 （ ｓ ｅ ｃ ） 、
［ Ｍ ｏ ］ ｎ ： 重 ね 合 わ せ た 各 鋼 板 の う ち 板 厚 が 薄 い 順 に ｎ 番 目 の 鋼 板 の Ｍ ｏ 含 有 量 （ 質 量  
％ ） 、
［ Ｃ ｒ ］ ｎ ： 重 ね 合 わ せ た 各 鋼 板 の う ち 板 厚 が 薄 い 順 に ｎ 番 目 の 鋼 板 の Ｃ ｒ 含 有 量 （ 質 量  
％ ） 、
ｄ ｎ ： 重 ね 合 わ せ た 鋼 板 の う ち 板 厚 が 薄 い 順 に ｎ 番 目 鋼 板 の 板 厚 （ ｍ ｍ ） 、
ｄ １ ： 重 ね 合 わ せ た 鋼 板 の う ち 板 厚 が 一 番 薄 い 鋼 板 の 板 厚 （ ｍ ｍ ） 、
ｍ ： 鋼 板 の 総 枚 数 、
重 ね 合 わ せ た 各 鋼 板 は 板 厚 が 薄 い 順 に １ ～ ｍ 番 目
で あ る 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ２ 枚 以 上 の 鋼 板 と 溶 接 部 を 有 し て お り 、 前 記 ２ 枚 以 上 の 鋼 板 の う ち 少 な く と も １ 枚 は 引  
張 強 度 が ９ ８ ０ Ｍ Ｐ ａ 以 上 で あ る 高 強 度 鋼 板 で あ る 溶 接 継 手 で あ っ て 、
前 記 引 張 強 度 が ９ ８ ０ Ｍ Ｐ ａ 以 上 で あ る 高 強 度 鋼 板 は 、 質 量 ％ で 、
Ｃ ： ０ ． １ ０ ０ ％ 以 上 ０ ． ４ ０ ０ ％ 以 下 、
Ｓ ｉ ： ０ ． ２ ０ ０ ％ 以 上 ２ ． ５ ０ ０ ％ 以 下 、
Ｍ ｎ ： １ ． ０ ０ ０ ％ 以 上 ５ ． ０ ０ ０ ％ 以 下 、
Ｐ ： ０ ． ０ １ ０ ％ 以 下 、
Ｓ ： ０ ． ０ ０ ５ ％ 以 下 、
Ａ ｌ ： ０ ． １ ０ ０ ％ 以 下 、
Ｎ ： ０ ． ０ ０ ４ ％ 以 下 を 含 有 し 、
さ ら に 、
Ｍ ｏ ： ０ ． ０ ３ ０ ～ ０ ． ５ ０ ０ ％ 、
Ｃ ｒ ： ０ ． ０ ３ ０ ～ ０ ． ３ ０ ０ ％ の う ち １ 種 以 上 を 含 有 し 、
残 部 が Ｆ ｅ お よ び 不 可 避 的 不 純 物 か ら な る 成 分 組 成 を 有 し 、
前 記 溶 接 部 の 熱 影 響 部 に は 粒 径 が 円 相 当 直 径 で １ ０ ０ ｎ ｍ 以 下 の Ｍ ｏ 、 Ｃ ｒ の １ 種 以 上 を  
含 む 炭 化 物 が ５ ０ 個 ／ μ ｍ ２ 以 上 存 在 し 、 前 記 溶 接 部 の 軟 化 部 の 平 均 結 晶 粒 径 が ２ ０ μ ｍ  
以 下 で あ る 溶 接 継 手 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 引 張 強 度 が ９ ８ ０ Ｍ Ｐ ａ 以 上 で あ る 高 強 度 鋼 板 は 、 前 記 成 分 組 成 に 加 え て 、 さ ら に  
、 質 量 ％ で 、
Ｔ ｉ ： ０ ． １ ０ ％ 以 下 、
Ｎ ｂ ： ０ ． １ ０ ％ 以 下 、
Ｖ ： ０ ． １ ０ ％ 以 下 、
Ｃ ａ ： ０ ． ０ ２ ０ ０ ％ 以 下 、
Ｓ ｂ ： ０ ． ２ ０ ０ ％ 以 下 、
Ｂ ： ０ ． ０ １ ０ ０ ％ 以 下 、
Ｃ ｕ ： １ ． ０ ０ ％ 以 下 、
Ｎ ｉ ： ０ ． ５ ０ ％ 以 下 、
の う ち か ら 選 択 さ れ た １ 種 ま た は ２ 種 以 上 を 含 有 す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 溶 接 継 手 。
【 請 求 項 ８ 】
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　 前 記 溶 接 部 の 熱 影 響 部 の Ｍ ｏ 、 Ｃ ｒ の １ 種 以 上 を 含 む 炭 化 物 の 最 大 粒 径 が 円 相 当 直 径 で  
５ ０ ０ ｎ ｍ 以 下 で あ る 請 求 項 ６ ま た は ７ に 記 載 の 溶 接 継 手 。
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